
10大村市議会だより

古
閑
森

　秀
幸 

議
員

西
大
村
中
学
校
正
門
前
の

横
断
歩
道
に
お
い
て
立
哨

活
動
を
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
、
交

通
事
故
等
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
大
変
危
険
で
あ
る
と
の
話
が
あ
っ

て
い
る
。
登
下
校
時
の
児
童
生
徒
の
安

全
確
保
の
た
め
、
当
該
横
断
歩
道
に
押

し
ボ
タ
ン
式
の
信
号
機
を
設
置
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

西
大
村
中
学
校
正
門
前
へ
の
信

号
機
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、

通
行
す
る
児
童
生
徒
数
や
信
号
機
設
置

に
よ
る
影
響
を
総
合
的
に
判
断
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
現
状
を
確
認
す
る
と
、

信
号
機
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

 

朝
長

　英
美 

議
員

水
道
料
金
が
８
％
値
上
げ

さ
れ
た
が
、
市
民
の
理
解

は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
か
ら
出
さ
れ
た
汚
泥
の
処
理
に

つ
い
て
、
一
般
競
争
入
札
で
行
わ
れ
て

い
る
の
か
尋
ね
る
。

水
道
料
金
の
料
金
改
定
に
つ
い

て
は
、
今
年
２
月
に
市
内
８
カ

所
で
開
催
し
た
水
道
事
業
の
管
路
更
新

計
画
等
の
説
明
会
に
お
い
て
、
十
分
に

説
明
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
５
月
に
開

催
さ
れ
た
行
政
委
員
総
会
に
お
い
て
も

料
金
改
定
に
至
っ
た
経
緯
や
理
由
、
新

料
金
の
計
算
方
法
な
ど
の
説
明
を
行
っ

た
。
ま
た
、
農
業
集
落
排
水
施
設
か
ら

出
さ
れ
た
汚
泥
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

随
意
契
約
で
実
施
し
て
い
る
。

 

宮
田

　真
美 

議
員

介
護
保
険
料
に
は
、
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
で
所

得
が
生
活
保
護
基
準
を
下

回
る
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
料

や
保
険
料
に
対
す
る
独
自
の
減
免
制
度

が
あ
る
。
保
険
料
の
納
付
が
困
難
に
な

り
、
相
談
に
訪
れ
た
市
民
が
こ
の
制
度

の
対
象
者
で
あ
っ
た
場
合
、
制
度
を
活

用
で
き
る
こ
と
の
積
極
的
な
周
知
が
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。
生
活
の
立
て
直
し

と
新
た
な
滞
納
を
生
ま
な
い
と
い
う
観

点
で
の
対
応
を
求
め
る
。 

 

介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
行
っ
て
い
る
が
、
制
度
に
該

当
す
る
方
に
対
し
て
、
直
接
働
き
か
け

が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

今
後
は
、
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
の

発
送
時
に
も
、
周
知
す
る
よ
う
努
め
た

い
。

宮
田

　真
美 

議
員

軽
度
発
達
障
害
の
子
ど
も

た
ち
が
小
学
校
に
入
学
す

る
際
、
普
段
の
様
子
や
必

要
な
支
援
等
の
情
報
を
学

校
に
伝
え
る
た
め
に
、「
の
び
の
び
フ
ァ

イ
ル
」
の
さ
ら
な
る
活
用
を
求
め
る
。

小
学
校
以
降
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の

支
え
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
へ
の

理
解
を
広
げ
、
積
極
的
な
活
用
を
保
護

者
に
呼
び
か
け
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。 

「
の
び
の
び
フ
ァ
イ
ル
」
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
時
や
各
種
健
診
時
に
趣
旨
説
明
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
保
育
園
や
教
育
委

員
会
等
と
連
携
し
、
フ
ァ
イ
ル
の
活
用

に
今
後
も
努
め
た
い
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
が
作
成
し
て
い
る
独
自
の
シ
ー
ト

に
つ
い
て
も
活
用
で
き
て
い
な
か
っ
た

た
め
、未
就
学
児
の
と
き
か
ら
活
用
し
、

カ
ル
テ
と
い
う
考
え
で
連
携
で
き
な
い

か
調
整
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
発
達
障
害
も
含
め
た
特

別
な
教
育
的
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
の

情
報
共
有
や
、
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い

て
協
議
、
検
討
し
て
い
く
。 

 

三
浦

　正
司 

議
員

認
知
症
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
相
談
件

数
・
内
容
・
課
題
、
高
齢

者
の
交
通
事
故
、
徘
徊
対

策
、
人
材
育
成
、
認
知
症
ド
ラ
イ
バ
ー

の
実
態
、
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
返

納
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
態
を
踏

ま
え
、
平
成
27
年
12
月
以
降
の
現
況
と
、

今
後
の
課
題
及
び
対
策
に
つ
い
て
尋
ね

る
。 

平
成
27
年
度
の
相
談
件
数
に
つ

い
て
は
１
３
８
人
、
延
べ
２
６

７
件
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
金
銭
管
理

な
ど
多
様
な
相
談
が
あ
っ
て
い
る
。
ま

た
、
高
齢
者
の
運
転
中
の
交
通
事
故
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
に
は
１
０
０
件

発
生
し
て
い
る
が
、
認
知
症
が
原
因
な

の
か
の
把
握
は
で
き
て
い
な
い
。ま
た
、

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に

つ
い
て
は
１
５
２
件
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
の

こ
と
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

偏
見
を
持
た
ず
に
、
認
知
症
患
者
や
そ

A

A

上
下
水
道
行
政
に
つ
い
て

軽
度
発
達
障
害
児
の

　
　
　
　
就
学
支
援
に
つ
い
て

認
知
症
総
合
セ
ン
タ
ー
の

　
　
現
況
、今
後
の
課
題
と
対
策

AA

A

介
護
保
険
料
の

　
減
免
制
度
の
周
知
に
つ
い
て

福
祉
・
医
療
・
保
健

注
７

注
７
：
出
生
か
ら
義
務
教
育
終
了
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
う
た
め
、
生
活
の
様
子
や
乳
児
期
か
ら
の
相
談
や
支
援
の
経
過
を
記
録
す
る
も
の

信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て


